
日時：２０１6年 1月 14日（木） １８：３０～１９：３０

場所：岡山大学病院 マスカットキューブ

対象：医療関係者、学生

（日本医師会生涯教育制度単位取得対象）

テーマ： 緩和ケアにおける
口腔ケアの意義と実践

講師：曽我 賢彦先生

（医療支援歯科治療部）

申し込み不要、無料

院外参加者には駐車券あり

主催：岡山大学医師会、岡山大学病院緩和ケアチーム
お問合先：岡山大学病院腫瘍センター・緩和ケアセンター

〒700-8558 岡山市北区鹿田町2-5-1
Tel 086-235-6039 松岡順治

鍛治園誠
高下典子

口腔乾燥、口内炎など口腔内の問題を抱えている患者さんは多いですが、
以外と軽視されがちです。食べる、しゃべるを支えることは、基本的ニーズ
を満たすケアに繋がり、とても大切なことだと思います。口腔ケアの意義を
もう一度見直し、ケアの実践について一緒に勉強しましょう。

次回は2月18日（木）１８：３０～１９：３０
「緩和的リハビリテーション

～リラクゼーションの技～」
リハビリテーション部

築山 尚司先生

岡山県緩和ケア普及促進事業

第79回

緩和ケア勉強会のお知らせ


